
「秦　真司」野球塾

日時：平成３０年９月２９日（土）13時～17時
　　　平成３０年９月３０日（土）13時～16時
場所：北銀記念体育館

第54回富山県少年硬式野球選手権大会　予選リーグの試合観戦後、
指導いただく予定でしたが、あいにくの雨のため、会場を体育館に変更しました。

※以下の写真は、9/29（土）のもの

選⼿たちは、時間前にアップ

｢秦 真司（はた しんじ）」⽒プロフィール
1962年⽣まれ 徳島県鳴⾨市出⾝
鳴⾨⾼校−法政⼤学−ヤクルトスワローズ−⽇本ハムファイターズ−千葉ロッテマリーンズ
＜球歴＞
1977年 全国軟式野球⼤会準優勝
1979年 明治神宮⼤会準優勝
1980年 春・夏甲⼦園出場（ベスト８）
1984年 六⼤学野球春季リーグ優勝

全⽇本⼤学選⼿権優勝
ロサンゼルスオリンピック⽇本代表（⾦メダル）

1985年 ドラフト２位でヤクルトスワローズ⼊団
1990年 捕⼿から外野⼿へ転向
1993年 選⼿会⻑
1999年 ⽇本ハム移籍
2000年 千葉ロッテ移籍（秋引退）
通算成績：1,182試合 2,790打数 732安打 97本塁打 341打点 打率.262

＜コーチ歴＞千葉ロッテ、中⽇、読売など



＜指導者講習＞13時00分から14時30分
体育館横のセミナーハウス２階にて、各チームの監督・コーチに指導いただきました。

＜選手指導＞14時40分から17時00分

吉⽥会⻑あいさつ

那智理事⻑より
秦⽒の経歴をご紹介

時には⾝振りを交え
「キャッチャーの構えは・・・」指導者は

①情熱をかける
②継続する⼒ が⼤切。
⼦供たちが、いかに成⻑できているのか？
⼼、体の成⻑の礎になるのは、中学が⼀番
などの精神⾯や
捕⼿が捕ってから投げるまでの時間短縮。などの技術⾯について
指導いただきました。



各チームの指導者も⼀緒に
２階には保護者の⽅も

最後に、参加者と集合写真を




